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研究成果の概要（和文）：第一にプレゼン活動が第二言語学習の発話に与える影響を調査しました。その結果、
プレゼングループは文法グループよりも第二言語の発話数において向上が見られました。第二に、ビートグルー
プの会話能力と社会性の関係を調査しました。その結果、ビートグループと非ビートグループの間の発話能力に
相違はありませんでした。非ビートグループでは、発話数は学習内容の影響を受けませんでしたが、ビートグル
ープではビートの発生に影響が見られました。社会性の項目調査では、ビートグループは非ビートグループより
も行動を起こし、一生懸命働き、チームワーク、規律、マナーに従うことをより意識していることが明らかにな
りました。

研究成果の概要（英文）：First, we investigated the impact of presentation activities on the 
utterances of second language learning. As a result, the presentation group performed better than 
the grammar group. Also in the grammar section, the presentation group was fairly improved. 
Secondly, we investigated the relationship between conversational ability and sociality in the beat 
gesture group. As a result, there was no difference in speaking ability between the beat group and 
the non-beat group. In the non-beat group, the number of spoken words was not affected by what was 
learned, but in the beat group, the occurrence of beats was more affected by them. Regarding 
sociality, it became clear that beat groups were more conscious of taking action, working hard, and 
engaging in teamwork, discipline, and manners than non-beat groups.

研究分野：第二言語語彙修得
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は実践的発話表現に伴って生じる自発的ビート表現から思考・判断を遡及していく研究である。自発的ビ
ートは誰の目から見ても明確に分かる現象でありながら、英語教育との関連を含めて調査されて来なかった。そ
れは、学習者主体の能動的学修が開発途上にあるからである。不慣れな英語で多くの聴衆を前にして行うプレゼ
ン活動では，多くの学生に自発的ビートが出現する。つまり，自発的ビートはプレゼン活動を円滑にしたいため
に学習者が無意識に生じるしぐさということになる。この自発的ビートの出現と社会人基礎力との関連性を調査
することは、今の時代が最も求めている発話型英語力を向上させるために必要な基礎研究となると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

プレゼン授業を行っていると多くの学生にビートが出現する。ビートとは、発話内容とは直接

関係のない無意識の一定のリズムを持った手の動作を伴うジェスチャーであり、受動的な講義

では見られないものである。本研究は、学習者が第三者に向かって発話をする活動で頻出するビ

ートから思考・判断を遡及していく研究である。ビートは視覚的に誰にでも分かる現象でありな

がら、発話力や社会性との関連を含めて調査されて来なかった。それは、学習者主体のアクティ

ブラーニング（能動的学修）が開発途上にあり、学習者主体の授業効果がまだ明らかにされてい

ないためであると考えたからである。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、プレゼンテーション（以下、プレゼン）授業の中で、学習者自らが主体的に発

話内容を発表する学習成果を経時的に調査することと、発話に付随して生じるビートジェスチ

ャー（以下、ビート）が発話力や社会性とどのような関わりがあるのかを調査することにある。

具体的な調査内容は以下の 2点である。 

(1) プレゼン授業は通常授業よりも学習効果はあるのか。 

(2) プレゼン授業のなかでビートをする人はビートをしない人よりも発話力は向上するのか。

また、プレゼン授業のなかでビートをする人はビートをしない人よりも社会性が高くなるのか。 

 

３．研究の方法 

(1)プレゼン授業は通常授業よりも学習効果はあるのか」に

ついて調査を行った。プレゼン授業の実践で、教科書は大修

館 Prominence I（2017年版）を用いた。本校では、1 学年か

らプレゼン活動を組み込んだ授業スタイルが計画されてい

ないため、学生がプレゼンをできる足場づくりを授業に組み

込んだ。教師は、毎回の授業の導入段階で教科書の学習内容

について写真や絵と関連させた英語の台本を作成しておき、

その内容について学生へ Q＆A を繰り返しながらプレゼンの

模範となるような活動を行った。この活動を行うことによ

り、学生が教師の発表フォームを自然に学び、自発的に単元

のまとめで発表ができる方法を用いた。学生は単元のまとめ

で事前にプレゼンの内容を準備することで、言語面や内容面

だけでなく相手を意識したペアワークや指名による発

表ができるようにした。発表後、発話産出語を再生筆記させ、学習の振り返りをさせた（図 1）。 

参加者は、一般必修科目コミュニケーション１Aの授業（実施期間 2017年 4月～2018年 2月）

でプレゼン学習群 3クラス（実験群：学生 118人、授業者 1人）、通常学習群 2クラス（統制群：

学生 83人、授業者 2人）であった。2017 年 4月入学時の TOEIC Bridge の結果をもとにｔ検定

を行い、プレゼン学習群と通常学習群に有意差がないことを確認した。 

授業実践は週 1回 90分授業（年間 32 回）で、マークシート式と記述文式のテストからなる複

合問題テスト（年間 4回）を実施し、その経時的学習成果を調査した。テスト問題は、授業者 3

名のうち 1 名が代表で作問した。作問代表者は 3 名が交代で行い、最終の 4 回目は第 1 回目の

作問者が行った。作問については、3名で出題内容に偏りがないように検討・合意のもとで問題

を作成した。試験問題は 5クラス同じ問題による統一テストを実施した。記述文式テストは教科

図 1：5 分間のプレゼン発話内容の筆記再生 
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書の内容に関連した英文内容（A4 サイズの用紙 1 枚に 600 文字程度）を読んで、自分の考えを

含めた内容で 10文以上自由記述するものとした。 

 採点については、マークシート式テストは自動読み取り機で、記述文式テストは教員 3名によ

り採点基準を統一して採点を行った。また、採点基準に入らない、判断が紛らわしいものについ

ては逐次相談しながら採点を行った。マークシート式テストの4回のテスト配分点は60～65点、

記述式テスト 4 回のテスト配分点は 40～35 点であったため、本研究では、それぞれ 50 点の配

点比率に換算している。 

 

(2) プレゼン授業のなかでビートをする人はビートをしない人よりも発話力は向上するのか。

また、プレゼン授業のなかでビートをする人はビートをしない人よりも社会性が高くなるのか

を調査した。被験者は本校の一般必修科目コミュニケーション１A に参加した 1 年生 3クラス

のプレゼン学習群（118人、授業者 1人）の 1年間の授業実践から、ビートあり群（24人）と

ビートなし群（47人）を抽出した。被験者が少なくなった理由は、2017年 4月～2018年 2月

までの実施期間中に 6回の発表が行われたが、2017年の冬に長岡市は大雪による公共交通機関

の運休・遅延が多発したことやスキー教室実施後のインフルエンザによる学級閉鎖により不参

加学生が多くなったこと、学習意欲に課題がある学生や発表での画像分析からビートの判定が

紛らわしい学生を全て除外したためである。2つの学習群については群の等質性を確認するた

め、2017年 4 月入学時の TOE IC bridge の成績をもとにｔ検定を行い、有意差はないことを確

認した。 

 

４．研究成果 

(1) プレゼン活動調査結果 

プレゼン型の授業と講義型の授業がマークシート式テストの成績にどのような影響を与える

のかを調査した。その結果、講義型の通常授業の方が短期的には成績は有意に高くなるが、長期

的には演習型のプレゼン授業との学習差はなくなることが示された（図３）。また、記述文式テ

ストの成績の比較では、演習型のプレゼン授業は短期・長期のいずれも講義型の授業よりも有意

に成績が高くなることが示された（図４） 

 

 

(2) プレゼン型の授業でのペアワークによる発表活動後に行った産出語の再生筆記語数調査に

おいて、ビートあり群とビートなし群の間には有意差がないことが示された（図５）。また、ビ

ートあり群がプレゼン授業を継続的に行うことで社会人基礎力にどのような影響を与えるのか
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図４：記述文式テスト平均値のグラフ 図３: マークシート式テスト平均値 図 5：発話産出語の平均値のグラフ 
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について北島ら（2011）が行った経済産業省の社会人基礎力に関する 3 分類 12 能力要素 36 項

目に基づいて調査した。その結果、ビートあり群はビートなし群よりも「ペアワークの役割を主

体的に認識し、相手からの協力を得るために効果的な働きかけと、目標達成のために規律やマナ

ーを守って懸命に努力していた」ことが示された。 
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